
　
昨
年

10月
か
ら
幼
児
教
育

・
保
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。幼
稚
園
や
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
う

3

～

5歳
の
全
て
の
子
供
と
、

保
育
所
に
通
う

0～

2歳
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
供

に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
料
が

無
償
化
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
、

こ
の
無
償
化
の
対
象
か
ら
各

種
学
校
に
当
た
る
外
国
人
向

け
の
幼
稚
園
や
保
育
所
が
除

外
さ
れ
た
。
そ
の
数
は

88施

設
に
上
る
。

　
外
国
人
向
け
の
幼
稚
園
等

が
無
償
化
の
対
象
外
と
さ
れ

た
理
由
に
つ
い
て
、
文
部
科

学
省
の
担
当
者
は
、
「
各
種

学
校
は
幼
児
教
育
を
含
む
個

別
の
教
育
に
関
す
る
基
準
が

な
く
、
多
種
多
様
な
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
絵

画
教
室
や
そ
ろ
ば
ん
教
室
な

ど
も
あ
る
た
め
、
無
償
化
の

対
象
に
す
る
の
は
難
し
い
」

な
ど
と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
各
種
学
校
の
中
の

幼
稚
園
等
に
当
た
る
施
設
で

あ
り
、
趣
味
の
教
室
の
存
在

を
挙
げ
て
政
府
方
針
を
正
当

化
す
る
の
は
苦
し
い
。

　
ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
は
、
国
の
設
置

基
準
を
満
た
さ
な
い
認
可
外

保
育
施
設
も
対
象
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
点
、

外
国
人
向
け
の
幼
稚
園
等
に

は
認
可
保
育
施
設
と
同
じ
施

設
水
準
の
と
こ
ろ
が
多
い

が
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
無
償

化
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
認

可
外
保
育
施
設
が
対
象
に
な

る
と
い
う
の
は
矛
盾
が
あ

る
。一
部
に
は
、対
象
外
と
さ

れ
た
外
国
人
向
け
幼
稚
園
等

88施
設
の
約
半
数
は
朝
鮮
幼

稚
園
で
あ
る
た
め
、
日
本
人

拉
致
問
題
や
朝
鮮
総
連
と
の

関
係
性
な
ど
、
政
治
的
理
由

が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
の
財
源
に
は
消
費

税
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
政
治
的
理
由

で
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に

消
費
税
を
負
担
し
て
い
る
朝

鮮
幼
稚
園
の
子
供
た
ち
を
対

象
か
ら
外
し
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
。子
供
た
ち
に
は
、日
本

人
拉
致
問
題
と
は
無
関
係
で

あ
る
は
ず
だ
。

　
今
後
、
日
本
の
少
子
高
齢

化
は
益
々
進
行
し
、
外
国
人

の
労
働
力
に
頼
ら
な
け
れ

ば
、
社
会
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
昨
年

4月
に
は
、
改
正
入

国
管
理
法
に
基
づ
い
て
新
た

な
在
留
資
格
が
創
設
さ
れ
、

向
こ
う

5年
間
で

34万

5千

人
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
が
見
込
ま
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
流
れ

は
年
々
加
速
し
て
い
く
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

我
々
日
本
人
に
は
、
外
国
人

と
共
生
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
外
国
人
と
の
真
の
共
生
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ

と
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）が
重

要
で
あ
る
。
我
々
の
島
国
文

化
に
は
、
外
国
の
多
様
な
文

化
や
言
語
を
無
意
識
に
敬
遠

す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
、
そ
う
は
言
っ
て
い
ら

れ
な
い
。
多
様
性
の
尊
重
の

観
点
か
ら
、
在
留
外
国
人
に

よ
る
母
国
語
や
母
国
文
化
の

教
育
も
受
け
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
外

国
人
向
け
幼
稚
園
等
に
も
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を

適
用
す
べ
き
で
あ
る
（
美
浜

区
・
須
藤
正
）
。

　
山
田
耕
筰
と
幕
張
小

　

2月
の
新
聞
の
近
県
案
内

の
中
に
栃
木
県
立
美
術
館
で

「
山
田
耕
筰
と
美
術
」
展
の
案

内
が
あ
っ
た
。
日
本
人
で
音
楽

を
や
っ
て
い
る
人
で
山
田
耕

筰
の
名
を
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
。

　
今
か
ら

40年
前
、
当
時
幕
張

小
に
勤
め
て
い
た
時
、
幕
張
の

歴
史
を
調
べ
て
い
た
。
あ
る
時

裏
門
入
口
に
あ
る
鮮
魚
店
の

親
父
さ
ん
（
実
は
こ
の
方
花
見

川
区
選
出
の
県
議
会
議
員
宍

倉
登
氏
の
お
父
様
で
あ
っ

た
）
か
ら
親
し
く
声
を
か
け
ら

れ
、
昔
山
田
耕
筰
が
こ
こ
に
住

ん
で
い
た
と
言
う
こ
と
を
聞

い
た
。
早
速
調
べ
た
と
こ
ろ
明

治

24年
（

1
8
9
6年

）
に
在

籍
し
て
い
た
の
で
幕
張
小
の

歴
史
の
中
で
と
て
も
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。

　
蛇
足
だ
が
「
私
た
ち
の
幕

張
」
に
ま
と
め
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
昭
和

58年
千
葉
県
教
育

委
員
会
よ
り
研
究
助
成
金
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
宇
都
宮
ま

で
行
っ
た
の
は
彼
に
つ
い
て

在
籍
し
て
い
た
と
言
う
こ
と

だ
け
で
何
も
く
わ
し
い
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
の
と
、
ま
た

大
学
時
代
の
友
人
に
ひ
さ
し

ぶ
り
に
会
え
る
と
言
う
も
う

一
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。

　
山
田
耕
筰
は
明
治

19年
（

1

8
8
6年

）
東
京
本
郷
区
森
川

町
に
山
田
謙
造
（
医
師
・
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
者
）
と
母
ひ
さ
の

2男
と
し
て
生
ま
れ
、
神
奈
川

の
横
須
賀
小
、
東
京
芝
の
啓
蒙

小
か
ら
明
治

29年

4月
よ
り

同
年

6月
ま
で
現
在
の
千
葉

市
立
幕
張
小
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
。
山
田
は

65歳
の
時
幕

張
小
在
籍
（
わ
ず
か
２
ヶ
月

間
）
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
父
の
病
は
思
わ
し
く
な
い

の
で
、
千
葉
県
の
幕
張
へ
転
地

し
た
。
村
の
旅
館
の
離
れ
を
借

り
切
っ
て
そ
こ
へ
父
母
と
私

と
い
う
一
家
が
移
り
住
ん
だ

の
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
幕
張
は

見
る
影
も
な
い
淋
し
い
寒
村

で
子
供
心
に
悲
し
か
っ
た
こ

と
は
菓
子
ら
し
い
菓
子
と
て

商
っ
て
い
る
店
も
な
く

馬
刀
貝

ま
て

が
いの
塩
か
ら
く
煮
つ
め

た
の
や
梅
干
な
ど
駄
菓
子
屋

の
店
先
に
汚
い
捻
ん
棒
や
何

か
と
同
居
し
て
い
た
風
景
だ

っ
た
。
高
等
一
年
生
（
五
年
生

の
こ
と
）
と
し
て
毎
朝
宿
の
裏

垣
根
を
走
っ
て
は
学
校
へ
通

っ
た
」
…
「
私
は
東
京
か
ら
来

た
と
い
う
の
で
村
で
の
小
さ

い
イ
ン
テ
リ
と
し
て
何
と
な

く
敬
わ
れ
て
い
た
」
（
中
公
文

庫
・
自
伝
若
き
日
の
狂
詩
曲
よ

り
）
明
治

41年
東
京
音
楽
学
校

を
卒
業
後
彼
は
同

42年
三
菱

財
閥
の
岩
崎
小
弥
太
の
後
援

で
初
め
て
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ

ン
高
等
音
楽
学
校
で
作
曲
を

学
ん
で
い
る
。
留
学
中
に
得
た

最
先
端
の
情
報
を
国
内
に
伝

え
日
本
近
代
美
術
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
会
は
山
田
の

音
楽
家
以
外
の
面
の
紹
介
で

あ
っ
た
。
代
表
作
赤
と
ん
ぼ
・

か
ら
た
ち
の
花
（
大
正

14年

39

歳
の
時
幕
張
小
時
代
を
な
つ

か
し
ん
で
作
曲
し
た
と
言
う

話
も
あ
る
）
な
ど
日
本
を
代
表

す
る
音
楽
家
山
田
耕
筰
は
短

い
期
間
で
あ
っ
た
が
幕
張
尋

常
高
等
小
学
校
に
在
籍
し
て

い
た
。
な
お
彼
は

44歳
の
時
に

耕
作
を
耕
筰
と
改
名
し
て
い

る
。
今
年
は
山
田
耕
筰
没
後

55

年
に
な
る
（
鎌
ケ
谷

元
稲
毛

小
校
長
島
津
幸
生
）
。

　
預
金
し
て
も
無
利
息

　

2月

24日
の
第
一
面
ト
ッ

プ
は
「
口
座
手
数
料

地
銀
・

信
金
が
次
々
導
入
」
と
書
い
て

い
る
が
、
こ
れ
は
今
日
こ
の
頃

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　
私
は
千
葉
銀
行
に
勤
務
し

て
い
た
者
だ
が
、
私
が
居
た
頃

か
ら
銀
行
は
貸
し
出
す
と
こ

ろ
が
な
く
な
っ
て
経
営
が
苦

し
く
な
っ
て
い
た
。
何
十
年
も

前
の
こ
と
だ
。

　
企
業
が
銀
行
か
ら
融
資
を

受
け
て
設
備
拡
大
し
て
も
の

づ
く
り
を
増
や
し
て
ど
ん
ど

ん
儲
け
る
と
い
う
時
代
は
と

っ
く
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
経

済
の
衰
退
縮
小
と
い
う
こ
と

だ
。
銀
行
は
金
貸
し
業
だ
が
、

そ
の
貸
出
先
が
な
く
な
っ
て

四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
支
店
の

合
併
な
ど
で
し
の
い
で
い

る
。
経
営
の
縮
小
だ
。

　
預
金
し
て
も
無
利
息
、
そ
の

上
手
数
料
と
い
う
時
代
な
の

だ
。
お
金
の
価
値
が
無
く
な
っ

た
と
も
言
え
る
。
お
金
さ
え
あ

れ
ば
と
い
う
時
代
で
は
な

く
、
お
金
が
あ
っ
て
も
と
い
う

時
代
に
な
っ
た
の
だ
。
お
金
は

万
能
で
は
な
く
な
っ
た
。
お
金

は
資
本
に
な
る
が
そ
の
資
本

が
万
能
で
は
な
く
な
っ
た
。
資

本
主
義
の
衰
退
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
聞
は
そ
う
い
う
本
質
論

に
は
盲
目
で
あ
る
。
現
象
だ
け

を
追
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
読
者

は
事
の
本
質
・
意
味
が
わ
か
ら

な
い
。
盲
目
の
人
生
で
あ
る
。

ア
ア
、
哀
し
い
（
宮
野
木
・
藤

本
豊
）
。

　
老
人
ホ
ー
ム

　
高
齢
化
社
会
で
病
院
・
老
人

ホ
ー
ム
に
入
る
老
人
が
増
え
て

お
り
独
身
の
妹
が
足
腰
が
悪
く

な
り
入
院
し
た
が

2ヶ
月
で
退

院
さ
せ
ら
れ
老
人
ホ
ー
ム
も
満

杯
で
初
め
て
の
こ
と
で
大
変
だ

っ
た
。

　
私
の
家
の
近
く
に
老
人
ホ
ー

ム
が

10数
軒
も
あ
り
入
居
金
等

は
様
々
で

5年
で
７
３
０
万

円
。
月
々
の
支
払
が
管
理
費

9

万

8千

5百
円
、
光
熱
費

1万

6千

5百
円
、
食
費

6万

6千

8
4
0円

税
共
合
計

19万

9千

6
7
0円

と
広
告
に
あ
る
が
そ

の
他
の
費
用
が
介
護
保
険
自
己

負
担
金
、
医
療
費
、
薬
代
、
消

耗
品
等
が

5万
～

7万
か
か
る

と
言
わ
れ
た
が
家
か
ら
の
持
参

品
、
余
計
な
支
出
が
な
か
っ
た

の
で

23万

4
2
7円

で
済
ん

だ
。
　
病
院
行
き
な
ど
何
か
起

き
れ
ば
タ
ク
シ
ー
代
や
付
き
添

い
代
が
か
か
る
。

7
3
0万

円

の
入
居
金
は
何
年
で
も
Ｏ
Ｋ
だ

が
死
亡
の
場
合
は

3分
の

1は

返
っ
て
来
な
い
。

　
電
気
水
道
は
使
い
放
題
な
の

で
夜
中
も
つ
け
て
お
け
る
が
メ

ー
タ
ー
が
あ
る
ホ
ー
ム
も
あ

る
。
私
と
妻

2人
分
よ
り
良
い

生
活
だ
。
保
証
人
が

2名
必
要

だ
が
い
な
い
人
は
数
百
万
円
も

必
要
だ
。
儲
か
る
の
で
ホ
ー
ム

が
増
え
競
争
に
な
り
潰
れ
る
と

入
居
者
金
は
返
っ
て
来
な
い
の

で
心
配
だ
。
知
人
の
女
性
は
夫

を
安
い
特
老
に
入
れ
費
用
は
安

く
す
ん
だ
が
待
遇
が
悪
く
か
わ

い
そ
う
な
こ
と
を
し
た
と
亡
く

な
っ
た
時
後
悔
し
て
い
た
。

　
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
で
あ

る
。
妹
の
ホ
ー
ム
は
ス
リ
ッ
パ

使
用
だ
が
土
足
で
入
れ
る
ホ
ー

ム
も
あ
り
土
足
Ｏ
Ｋ
に
し
て
欲

し
い
。
ホ
ー
ム
の
職
員
は
親
切

で
訪
問
者
を
数
名
の
職
員
が
挨

拶
に
出
て
く
れ
て
荷
物
ま
で
運

ん
で
く
れ
る
。
妹
は
年
金
を

70
歳
か
ら
貰
っ
た
の
で
何
と
か
生

活
し
て
い
る
が
資
金
の
な
い
人

は
老
後
厳
し
い
生
活
に
な
る
の

で
節
約
に
心
掛
け
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
年
を
取
っ
た
ら
明

日
は
我
が
身
な
の
で
研
究
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
家
を
売
っ
て
ホ
ー
ム
に
入
居

し
た
が
居
心
地
が
悪
く
て
戻
れ

る
家
も
な
い
と
嘆
い
た
記
事
が

週
刊
紙
に
出
て
い
た
が
格
子
な

き
牢
獄
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

93歳
の
友
人
は
色
々
と

考
え
る
の
で
寝
つ
き
が
悪
く
、

睡
眠
薬
を
の
ん
で
い
る
と
言
っ

て
い
た
。
私
も
同
類
だ
が
考
え

が
ま
と
ま
ら
な
い
中
に
時
は
過

ぎ
て
行
く
（
花
園
町
・
岩
井

秀
雄
）
。
　

以
　
上
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　【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ

係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー
ル

で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

「
電
子
タ
バ
コ
」に
つ
い
て
。

愛
煙
家
に
と
っ
て
肩
身
の
狭
い

時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、最
近
電

子
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ

な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

締
切
・
令
和

3年

3月

20日

（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園

招
待
券（
５
組
）

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ
ー
賞
＝

千
円
分
の
食
事
券（

3名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

☆
健
康
麻
雀
賞
＝
入
場
無
料
券

（
一
組

2名
・
麻
雀
で
き
る
人
）

　

2月
号
の
当
選
者

　
答
え
は
コ
タ
ツ
デ
テ
レ
ビ
で

し
た
。抽
選
の
結
果
次
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
鈴
木
米

子（
高
洲
）。☆

２
等
賞
・
５
千

円

＝
上
田
正
広（
朝
日
ヶ
丘
）太
田

陽
子
（
花
見
川
）。☆

名
古
屋
製

酪
賞
・
無
臭
ニ
ン
ニ
ク
あ
ほ
え

ん
＝
山
田
涼
子（
宮
野
木
）上
田

香
緒
里（
幕
張
）石
崎
喜
好（
さ

つ
き
が
丘
）宇
都
俊
一（
み
つ
わ

台
）小
川
桂
子（
四
街
道
）。

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
・
無
料

招
待
券
＝
大
塚
守（
長
作
台
）一

ノ
瀬
明
訓
（
高
洲
）隆
佑
紀
子

（
四
街
道
）一
森
万
亀
美
（
あ
や

め
台
）。☆

カ
ラ
オ
ケ
・
ア
ー
サ

ー
賞
・
千
円
食
事
券
＝
能
勢
光

義（
宮
野
木
台
）齋
藤
淳
子（
松

波
）横
田
千
恵（
小
仲
台
）。

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
＝
木
下
洋
志
（
南
花

園
）岩
井
美
津
子
（
み
つ
わ
台
）

菅
野
巌（
小
仲
台
）。　

以
上

読読
者者
のの
声声

愛煙家にとって今や肩身の狭い時代になりました。

電子タバコが流行っていますがどう思いますか？

外
国
人
向
け
幼
稚
園
に
も
無
償
化
適
用
を
！

今月のアンケート・テーマ

「電子タバコ」について

→ヨコのカギ

①〇〇油、○○和え○○塩。

④役に立たなくなった物。

⑥自分の妻をへりくだって言う。

⑦ヒキガエル。

⑧人の形で田畑に立って鳥獣を追い払う。

⑩野球で打者が打ち上げた球。

⑫独唱。独奏。

⑬東北地方の郷土玩具。円筒形の胴に丸い頭がついている。

↓たてのカギ

①登山、スキー、水泳用の眼鏡。

②縁起の良い魚として祝い事で食べる。

③地獄にいて嘘をつくと舌を抜かれる。

④洋風でしゃれている。蛮カラ⇔。

⑤朝日が出る方向。

⑨絹糸を吐いて繭を作る。

⑩入浴するところ。

⑪師に習い従うもの。

安心と信頼　心のかよう墓づくり　創業130年

●いずみ霊園 ●御成霊園

●千葉中央霊園●千葉緑霊園

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優 良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良 霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊 園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
いつでも求められる和泉家の4大霊園

霊園案内サービスセンター

フリーコール　0120-148-237

千葉営業所／若葉区多部田町

　検見川ホール　

　JR新検見川駅より徒歩4分

　幕張本郷ホール

　JR幕張本郷駅より徒歩５分

㈱雅セレモニーホール

0120-533-990

会員登録 （無料）で

祭壇一式20%割引あり

http://www.miyabi-sougi.com

安心価格！雅の家族葬

　
必
需
品
・
便
利

　
一
番
の
必
需
品
（
小
仲
台
・

横
田
千
恵
）。生

活
す
る
上
で
な

く
て
は
な
ら
な
い（
桜
木
・
小
野

智
子
）
。
一
台
で
色
々
な
役
割

を
し
て
い
る
の
で
い
つ
も
ス
マ

ホ
を
触
っ
て
ま
す
（
松
波
・
橋
本

恵
梨
香
）
。人
生
の
お
友
達（
花

見
川
・
長
谷
恵
喜
）
。
日
常
生

活
の
強
い
味
方
（
稲
毛
東
・
吉

村
太
希
）
。
一
家
に
一
台
必
需

品
（
高
洲
・
黒
岩
八
重
子
）
。

生
活
の
一
部
（
神
明
町
・
加
藤

美
代
子
）
便
利
な
ア
プ
リ
が
多

く
助
か
っ
て
い
る
（
高
浜
・
住
村

直
希
）
。必
需
品
だ
が
使
い
す
ぎ

じ
ゃ
な
い
か
と
悩
む
と
き
も
あ

る
（
松
波
・
熊
倉
絵
里
佳
）
。

便
利
（
船
橋
・
土
屋
直
子
）（
小

仲
台
・
平
木
良
佑
）
（
千
草
台

・
源
甲
斐
友
江
）
（
千
草
台
・

中
山
真
希
）
（
南
花
園
・
白
石

克
治
）
（
花
見
川
・
文
生
）（
四

街
道
・
隆
佑
紀
子
）
（
高
洲
・

日
隈
裕
行
）
（
小
仲
台
・
尾
沼

亜
梨
沙
）
（
花
見
川
・
斉
藤
邦

昭
）
。
色
々
な
知
識
が
身
に
付

き
便
利
（
小
仲
台
・
富
永
政
美
）

（
南
花
園
・
木
下
洋
志
）
。
銀

行
の
振
込
、病
院
の
予
約
、ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
バ
ー
コ
ー

ド
決
済
、
生
活
が
便
利
に
な
り

ま
し
た
（
幕
張
・
畑
中
奈
央
子
）

（
朝
日
ヶ
丘
・
山
田
三
十
八
）

（
打
瀬
・
松
原
保
司
）
（
桜
木

・
嶋
村
栄
一
郎
）
。
便
利
だ
け

ど
持
た
な
い
で
す
ご
せ
る
時
代

の
方
が
よ
か
っ
た
か
も
（
高
洲
・

一
ノ
瀬
明
訓
）
。
昭
和
の
よ
き

時
代
が
な
つ
か
し
い（
六
方
・
泉

谷
正
誼
）
。
便
利
の
反
面
こ
わ

い
（
幸
町
・
中
村
春
雄
）
。
写

メ
を
使
っ
て
孫
と
交
換
す
る
の

は
楽
し
い（
高
洲
・
鈴
木
米
子
）。

操
作
が
大
変
！（
み
つ
わ
台
・

岩
井
美
津
子
）
。
ラ
イ
ン
は
便

利
で
す
（
幸
町
・
ば
あ
ば
）
。リ

ス
ク
を
正
し
く
理
解
し
て
使
用

す
れ
ば
高
齢
者
も
最
強
ツ
ー
ル

（
打
瀬
・
亀
高
邦
夫
）。メ

ー
ル

や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
使
用
が
増
え
直
ち

に
相
手
と
話
す
事
が
減
っ
た

（
高
浜
・
鈴
木
晴
）。子

供
か
ら

大
人
ま
で
生
活
の
一
部
に
な
り

便
利
な
必
需
品
だ
が
、
地
図
や

辞
書
を
引
く
、
字
を
書
く
感
覚

が
な
く
な
り
淋
し
い
（
千
葉
・
Ｋ

子
）
。家
族
の
連
絡
に
欠
か
せ
な

い
ア
イ
テ
ム
。
高
齢
の
両
親
が

い
る
の
で
な
に
か
あ
っ
て
も
す

ぐ
に
対
応
で
き
る（
幕
張
・
上
田

香
緒
里
）
。
両
親
に
は
使
っ
て

も
ら
い
た
い
。
一
番
は
孫
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

に
な
る
こ
と
を
伝
え
た
い
（
宮

野
木
・
山
田
涼
子
）
。
即
情
報

が
適
確
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
（
さ
つ
き
が
丘
・
堂
淳

子
）
。ス
マ
ホ
に
な
っ
て
も
ガ
ラ

ケ
イ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い

使
い
方
…
ト
ホ
ホ
（
磯
辺
・
酒

井
典
子
）。電

話
の
呼
び
出
し
音

が
小
さ
く
て
見
逃
し
て
し
ま
う

（
長
作
台
・
大
塚
守
）
。

　
使
い
こ
な
せ
な
い

　

10年
近
く
な
る
が
、
未
だ
も

っ
て
使
い
こ
な
せ
な
い
。
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
時
、

ラ
イ
ン
を
交
換
す
る
時
な
ど
。

今
日
の
テ
レ
ビ
で

9歳
の
天
才

児
が
ス
マ
ホ
で
物
の
長
さ
を
測

っ
た
り
、
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
で

世
界
中
を
空
か
ら
見
た
り
、
写

真
の
検
索
を
簡
単
に
で
き
た
り

次
々
に
出
来
る
こ
と
に
び
っ
く

り
（
小
仲
台
・
菅
野
啓
子
）。な

か
な
か
使
い
方
に
慣
れ
ま
せ

ん
。
自
在
に
使
っ
て
い
る
方
が

羨
ま
し
い（
松
波
・
齋
藤
淳
子
）。

ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、

使
い
方
が
難
し
く
て
現
在
は
電

話
の
発
信
・
受
信
が
中
心
（
柏

台
・
溝
上
芳
史
）
。ス
マ
ホ
を
使

用
し
て
い
る
が
、
電
話
帳
、
メ

ー
ル
、
カ
メ
ラ
、
ア
ル
バ
ム
辞

書
、
手
続
案
内
、
歩
数
計
だ
け

で
充
分
な
の
で
不
必
要
。
安
く

し
て
ほ
し
い
（
柏
台
・
匿
名
）。

自
由
に
活
用
で
き
る
人
は
う
ら

や
ま
し
い
。
息
子
等
は
辞
書
代

わ
り
に
使
っ
て
い
る
し
、
す
ば

ら
し
い
道
具
で
す（
柏
台
・
新
見

洋
子
）
。子
供
の
す
す
め
で
ス
マ

ホ
を
持
ち
ま
し
た
が
頭
が
つ
い

て
い
か
ず

1年
過
ぎ
て
も
℡
メ

ー
ル
ラ
イ
ン
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
今
か
ら
で
も
便
利
な
ツ
ー

ル
を
覚
え
て
い
け
ば
認
知
症
予

防
に
な
る
の
で
は
と
思
う
（
四

街
道
・
足
助
幸
子
）
。
便
利
で

す
が
使
い
こ
な
せ
な
い
（
穴
川
・

前
林
勝
美
）
。
色
ん
な
機
能
が

あ
る
か
ら
使
い
こ
な
せ
な
い
の

が
現
状（
み
つ
わ
台
・
吉
川
洋
）。

昨
年

11月
に
変
え
た
ば
か
り
。

ま
だ
慣
れ
な
い
毎
日
で
す
（
小

中
台
・
安
田
美
枝
子
）
。
つ
い

て
い
く
の
が
大
変
。
機
種
変
更

の
為
シ
ョ
ッ
プ
に
い
く
と
数
時

間
か
か
る
の
で
必
要
の
な
い
項

目
は
外
し
た
い
（
幕
張
西
・
茅

森
麻
利
子
）
。
長
く
使
い
続
け

て
い
る
が
未
だ
に
使
い
こ
な

せ
な
い
。
た
だ
辞
書
、
メ
モ
の

代
わ
り
新
聞
の
代
用
と
し
て

は
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
（
小

仲
台
・
菅
野
巌
）
。

　
ガ
ラ
ケ
ー
と
変
わ
ら
ず

　

1年
前
に
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら

変
え
た
け
ど
使
っ
て
い
る
機

能
は
メ
ー
ル
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
く
ら
い
で
ほ
ぼ
ガ
ラ
ケ
ー

時
代
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

（
園
生
・
能
勢
恵
美
子
）
。
ス

マ
ホ
は
会
話
だ
け
、
メ
ー
ル
は

見
る
だ
け
の
レ
ベ
ル
の
ま
ま
で

す
（
朝
日
ヶ
丘
・
館
野
勝
敏
）。

　
料
金
に
つ
い
て

　
末
端
・
利
用
料
が
高
い
（
高

浜
・
住
村
直
希
）
。格
安
ス
マ
ホ

が
普
及
し
な
い
の
は
日
本
だ
け

で
す
か
ら
回
線
卸
が
高
す
ぎ
て

総
務
庁
か
ら
指
導
を
受
け
て
も

「
自
由
価
格
」を
標
榜
し
て
一
向

に
値
下
げ
し
ま
せ
ん（
高
洲
・
大

内
健
司
）
。
料
金
体
制
、
料
金

制
度
が
全
く
判
ら
ず
使
用
に
不

安
。も
っ
と
明
瞭
化
を（
宮
野
木

・
吉
岡
保
広
）
。
価
格
の
仕
組

み
が
複
雑
で
高
い
と
思
う
（
東

千
葉
・
高
木
一
也
）
。

　
毒
に
も
薬
に
も

　
ス
マ
ホ
は
使
い
方
次
第
で
毒

に
も
薬
に
も
な
る
怪
物
。
ど
う

か
利
便
性
や
興
味
本
位
だ
け
に

走
ら
ず
一
歩
立
ち
止
ま
っ
て
判

断
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
下
さ

い
（
四
街
道
・
島
崎
冨
士
男
）。

使
い
方
に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く

も
な
る
モ
ノ（
幕
張
本
郷
・
石
井

彩
華
）
。お
財
布
を
持
た
な
く
て

も
支
払
い
が
可
能
に
な
っ
た

り
、
ど
こ
で
も
動
画
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
良
い
点
も
多

い
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
考
え
ず

に
使
用
し
て
い
る
姿
を
み
る
と

そ
れ
は
良
く
な
い
。
私
自
身
も

使
用
す
る
場
所
や
状
況
を
把
握

し
た
う
え
で
回
り
に
迷
惑
を
か

け
な
い
使
用
を
心
掛
け
た
い

（
高
洲
・
青
木
幸
史
）
。
便
利

な
反
面
希
薄
な
関
係
や
面
倒
な

繋
が
り
も
生
じ
る（
検
見
川
・
小

林
慧
）
。
便
利
だ
が
、ス
マ
ホ
が

発
端
に
な
る
犯
罪
も
多
い
の
で

使
い
方
を
誤
っ
て
は
い
け
な
い

（
松
波
・
匿
名
）
。
使
い
こ
な

せ
ば
便
利
、
依
存
す
れ
ば
害（
作

新
台
・
大
山
宗
一
郎
）
。ス
マ
ホ

は
た
し
か
に
便
利
。
検
索
や
地

図
、
乗
り
換
え
等
を
良
く
利
用

し
て
い
ま
す
。
で
も
広
告
・
宣
伝

が
多
す
ぎ
る
の
が
イ
ヤ
で
す
ね

（
四
街
道
・
松
戸
健
夫
）
。

　
依
存
症
・
異
様

　
ス
マ
ホ
依
存
病
に
な
り
そ
う

で
こ
わ
い
世
の
中
が
き
そ
う

（
高
洲
・
小
島
陽
一
）
。
依
存

し
す
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
（
黒
砂

台
・
中
村
博
之
）。道

を
歩
き
な

が
ら
い
じ
っ
て
い
る
人
や
電
車

の
中
で
も
集
中
し
て
い
る
人
々

を
見
る
た
び
に
、
ス
マ
ホ
の
奴

隷
み
た
い
と
気
の
毒
に
な
り
ま

す
（
小
仲
台
・
河
内
桃
子
）。ス

マ
ホ
が
な
い
と
不
安
。
便
利
で

あ
る
が
故
に
依
存
症
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
（
み
つ
わ
台
・

ウ
ッ
チ
イ
）
。
電
車
の
中
で
一

斉
に
ス
マ
ホ
を
や
っ
て
い
る
光

景
は
異
様
な
感
じ
（
高
洲
・
荒

川
昌
一
）
。
電
車
の
中
で
の
大

人
が
し
て
い
る
ス
マ
ホ
の
ゲ
ー

ム
は
ど
う
か
と
思
う（
花
園
・
齋

藤
や
す
子
）
。
電
車
、バ
ス
等
で

多
数
の
人
が
ス
マ
ホ
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
光
景
を
目
に
し
て

異
様
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
（
花
見
川
・
儀
藤
晴

夫
）
。
電
車
の
中
で
一
斉
に
ス

マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
違
和
感
を
感
じ
る
（
四
街

道
・
足
助
幸
子
）
。

　
危
険
な
ス
マ
ホ

　
大
通
り
の
歩
道
を
自
転
車
に

乗
っ
て
左
手
に
ス
マ
ホ
を
カ
チ

ャ
カ
チ
ャ
や
り
な
が
ら
は
と
て

も
危
険
。
や
め
て
ほ
し
い
。歩
く

人
の
中
に
子
供
連
れ
も
い
る
の

に
目
は
ス
マ
ホ
に
夢
中
に
な
っ

て
い
て
ぶ
つ
か
っ
て
も
何
も
言

わ
ず
に
通
り
過
ぎ
る
人
も
い
ま

す
（
六
方
・
阿
部
ち
い
）
。走
行

中
の
車
や
街
中
で
の
ナ
ガ
ラ
ス

マ
ホ
の
多
さ
に
驚
き
で
す
。
と

て
も
危
険
な
行
為
な
の
で
警
察

の
取
り
締
ま
り
の
強
化
し
て
ほ

し
い
（
さ
つ
き
が
丘
・
石
崎
喜

好
） 。自

転
車
や
歩
行
中
は
危
険

で
す
ね
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。私

は
持
っ
て
い
ま
せ
ん（
花
見
川
・

鈴
木
活
美
）
。
便
利
な
世
の
中

に
な
っ
た
な
あ
と
思
い
つ
つ
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
の
事
件
も
多
く
危

険
と
隣
あ
わ
せ
だ
な
あ
と
思
う

（
南
花
園
・
室
井
千
壽
）
。
ス

マ
ホ
で
歩
き
な
が
ら
や
っ
て
い

る
人
は
本
当
に
迷
惑
で
す
。
一

人
で
も
多
く
や
め
て
も
ら
い
た

い
（
打
瀬
・
南
澤
真
砂
子
）
。

車
中
座
席
の

9割
が
ス
マ
ホ
を

見
て
い
ま
す
。
老
婆
心
な
が
ら

良
い
風
采
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
幕
張
西
・
小
島
実
紀
子
）
。

　
ガ
ラ
ケ
ー
で
す

　
ガ
ラ
ケ
ー
が
終
了
す
る
の
で

家
人
に
ガ
ラ
ホ
に
換
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
し
な
い
よ
う
促
さ
れ
た
も

の
の
使
い
づ
ら
く
、
ス
マ
ホ
に

し
て
ほ
し
か
つ
た（
花
見
川
・
太

田
陽
子
）。私

は
ガ
ラ
ホ
を
使
っ

て
い
ま
す
。
確
か
に
ス
マ
ホ
は

便
利
だ
と
思
い
ま
す
が
高
齢
者

は
ど
れ
だ
け
使
い
こ
な
せ
て
い

る
か
疑
問
で
す
（
四
街
道
・
初
瀬

川
和
穂
）
。ス
マ
ホ
未
熟
で
ま
だ

ガ
ラ
ケ
ー
使
用
中
。
取
り
残
さ

れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
が
ガ

ラ
ケ
ー
は
卓
上
に
忘
れ
て
も
何

ら
支
障
が
な
い
毎
日
。
そ
れ
よ

り
も
ド
コ
モ
の
店
の
相
談
窓
口

は
い
つ
も

2時
間
待
ち
以
上
で

異
常
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
（
高
洲
・
大
内
健
司
）。

ス
マ
ホ
は
持
っ
て
な
い
が
、
つ

か
い
こ
な
せ
れ
ば
便
利
と
思
う

（
あ
や
め
台
・
一
森
万
亀
美
）
。

ま
だ
ス
マ
ホ
で
な
い
の
で
早
く

お
ぼ
え
な
い
と
遅
れ
て
し
ま

う
。
で
も
お
ぼ
え
ら
れ
な
い
か

も
（
稲
毛
・
森
田
美
恵
）。今

は

ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
が

な
る
べ
く
早
く
ス
マ
ホ
に
変
え

よ
う
と
思
う
（
長
沼
・
吉
田
友

子
）
。
使
い
こ
な
し
て
い
る
友

人
知
人
を
見
る
と
便
利
そ
う
、

換
え
よ
う
か
と
思
う
の
で
す
が

一
方
メ
カ
に
弱
い
私
と
同
じ
友

人
は
ス
マ
ホ
講
習
を
受
け
た
の

に
登
録
電
話
番
号
を
消
し
て
し

ま
い
ス
マ
ホ
に
換
え
ら
れ
ず
未

だ
ガ
ラ
ホ
の
ま
ま
で
す（
幸
町
・

若
菜
俊
子
）
。ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
は
メ
ー
ル

が
使
い
づ
ら
い
（
小
仲
台
・
寺

阪
和
久
）
。
現
在
ガ
ラ
ケ
ー
で

す
。
ス
マ
ホ
に
変
え
て
買
い
物

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

（
四
街
道
・
小
川
桂
子
）
。
立

っ
た
ま
ま
で
固
定
電
話
で
話
す

の
が
お
っ
く
う
な
の
で
携
帯
電

話
で
話
し
て
ま
す（
天
台
・
山
本

富
子
）
。ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
久

し
い
。
メ
ー
ル
、カ
メ
ラ
を
利
用

し
て
い
る
（
高
洲
・
宇
都
宮
亮
）

今
で
も
ガ
ラ
ケ
ー
。
メ
ー
ル
と

電
話
な
ら
ガ
ラ
ケ
ー
で
Ｏ
Ｋ

（
高
洲
・
モ
モ
マ
マ
）
。
今
更

と

10年
前
の
ケ
ー
タ
イ
か
ら

脱

却
す
る
気
力
な
く
追
い
つ
く
機

能
に
背
を
向
け
て
い
る
（
黒
砂

台
・
岡
本
和
美
）
私
は
ガ
ラ
ケ

ー
を
今
で
も
使
い
、
こ
れ
で
充

分
で
す（
小
仲
台
・
河
内
桃
子
）。

超
ア
ナ
ロ
グ
派
。今
後
も
、ガ
ラ

ケ
ー
の
ら
く
ら
く
ホ
ン
で
い
き

ま
す
（
真
砂
・
工
藤
正
生
）。私

は
ガ
ラ
ケ
ー
を
使
っ
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
が
生
活
必
需
品

？

そ
ん
な
事
は
無
い
と
思
う
。
む

し
ろ
全
く
必
要
無
い
物
で
す
。

普
通
の
携
帯
電
話
で
充
分
で
す

（
小
中
台
・
小
室
良
満
）
。
私

は
ガ
ラ
ケ
ー
で
す
。
Ｔ
Ｅ

Ｌ
よ

り
メ
ー
ル
が
多
い
。
こ
れ
で
充

分
（
四
街
道
・
栗
村
道
生
）
。

現
在
は
固
定
電
話
で
応
答
す
る

こ
と
が
殆
ど
で
す
。
携
帯
電
話

は
時
々
使
用
す
る
く
ら
い
。
ス

マ
ホ
は

83歳
の
高
齢
な
の
で
も

っ
て
い
な
い
。

差
し
当
た
っ
て

必
要
と
は
思
い
ま
せ
ん（
浜
野
・

柳
澤
範
光
）。ガ

ラ
ケ
ー
で
用
事

が
足
せ
て
い
る
の
で
ス
マ
ホ
は

必
要
な
し
（
小
倉
台
・
中
村
聡

美
）
。ス
マ
ホ
は
便
利
だ
が
必
ず

し
も
必
需
品
で
は
な
い
。
現
在

の
日
常
で
は
な
く
て
も
生
活
で

き
る
（
稲
毛
海
岸
・
長
堀
幸
子
）。

　
持
っ
て
い
な
い

　
ス
マ
ホ
は
無
く
て
も
自
分
な

り
に
調
べ
友
達
と
の
連
絡
も
℡

で
す
ま
せ
る
。
人
と
の

ふ
れ
あ

い
が
無
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

頼
り
た
く
な
い（
小
仲
台
・
山
内

富
士
子
）
。
ス
マ
ホ
も
携
帯
も

持
っ
て
い
な
い
（
宮
野
木
台
・

能
勢
光
義
）
（
さ
つ
き
が
丘
・

新
井
郁
子
）
。
私
は
つ
い
相
手

の
動
き
が
気
に
な
る
の
で
あ
ま

り
電
話
は
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

携
帯
電
話
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
ま
に
ア
ッ
タ
ラ
イ
イ
ネ

と
思
う
こ
と
も（
小
仲
台
・
中
川

明
江
）
。
ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
私

達
に
は
ス
マ
ホ
は
不
向
き
（
朝

日
ヶ
丘
・
上
田
正
広
）
。
そ
ん

な
に
進
化
し
な
く
て
も
い
い
で

す
（
八
千
代
・
牧
け
い
子
）
。今

ま
で
ガ
ラ
ケ
ー
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
使
う
こ
と
が
無
い
の
で

解
約
し
た（
天
台
・
山
本
信
夫
）。

な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
（
幸

町
・
畠
山
マ
サ
子
）
。
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今
月
の
ア
ン

ケ
ー

ト「
携
帯
・
ス
マ
ホ
」
に

つ
い

て

　
電
車
に
乗
る
と

10人
の
う
ち

8人
が
携
帯
・
ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

世
は
ま
さ
に
携
帯
時
代
。
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
携
帯
電
話
は
生
活
の
必
需
品

に
な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
生
活
情
報
か
ら
友
人
、
家
族
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
会
社

と
の
連
絡
な
ど
情
報
の
ツ
ー
ル
と
し
て
欠
か
せ
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
携
帯
・
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
読
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し

た
と
こ
ろ
、

掲
載
し
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

便
利
に
な
っ
た
が
操
作
が
複
雑
で
難
し
い


